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そもそもLiDARとは？

・『 LiDAR 』とは、レ－ザ－光を利用して離

れた物体の距離を測る仕組みである。

・距離の測位には、発光源から光を照射し反

射して戻ってくるまでの時間を計測する『ToF』

という方式が主に用いられている。

・『ToF』には「ダイレクトToF(dToF)」と「イン

ダイレクトToF(iToF)」という2種類があり、そ

れぞれにメリット・デメリットがある。



「ToF(dToF)」と「ToF(iToF)」特徴

dToF 【iPhone12Pro，ProMax以降の機種に採用】

メリット ：外光に強く物体との長距離計測が可能

デメリット：高精度化（高解像度）が難しい

iToF 【Xpreia，Galaxy，AQUOS等の機種に採用】

メリット ：高精度化（高解像度）であり、小型化が可能

デメリット：外光に弱く物体との長距離計測が不可能



今回使用したLiDAR搭載スマホ

使用機種；iPhone14ProMax

・dToF方式の機種（外光に強いが低解像度）

・測位距離は5mに制限されている

特徴①スキャンしやすいモノとスキャンしにくいモノがある

・しやすいモノ：岩やコンクリートのように表面がざらざらしているモノ

・しにくいモノ：透明、半透明なガラスやプラスチック

光を反射させるような鏡、水面、磨かれた金属のようにつるつるしているモノ

特徴②空間を認識することに特化しているような性能のため、細かい形状の物体

や小さい物体のスキャンが難しい。

留意点

スキャン中はLiDAR搭載スマホを動かすスピ－ドに注意する必要がある。

急な動作はスキャン対象及び位置の把握が困難となり、精度低下につながる。



位置座標の取得

docomo高精度GNSS位置情報サ－ビスを利用し、LiDAR搭載スマホに取り
付けたGNSSレシ－バ－で位置情報を受信した。

GNSS レシ－バ－ docomo IoT高精度GNSS位置情報サ－ビス



データ取得状況

取得点群データ



立木の位置と胸高直径(1)

点群データから立木の位置座標を取得
立木のGL+1.3m（胸高）位置での直径を自動計算で取得



立木の位置と胸高直径(2)

GoogleEarthで
位置座標チェック

最大1m程度の誤差があるが、
標定点を設置する等で精度を
向上させることは可能である



写真と点群データの比較

左：写真 右:点群データ

枝葉のデータが取得できていない



作業を終えて（まとめ）

良かった点

・高価な専門機器を購入しなくてもLiDAR搭載スマホさえあれば作業が可能

・専門知識が無くても簡単に作業を行う事が可能

・作業効率が大幅に向上、作業時間が大幅に短縮。

悪かった点

・細かい形状の物体や小さい物体のスキャンが難しい。（細い立木は要注意）

・スキャン精度・点群取得密度に限界がある

展望

一長一短はあるが、立木調査の最低限の要件は満たしており、今後利用可能。

狭いエリアであれば、LiDAR搭載スマホは種々利用可能と考える。

今後、発想力を持って対応したいきたい。



ご静聴ありがとうございました


